
高血圧治療薬「メトラゾン」が 線虫の寿命延伸に効果、抗老化薬開発の第一歩 

 

大阪市立大学大学院生活科学研究科の中台(鹿毛)枝里子教授らの研究グループ

は、ミトコンドリアストレス応答の活性化を緑色蛍光タンパク質 GFP で捉える

ことができる線虫を用いて既存薬スクリーニングを行い、高血圧治療薬である

利尿降圧剤メトラゾンに線虫の寿命を延伸させる効果があることを明らかにし

ました。また、メトラゾンによる寿命延伸効果は、ミトコンドリアストレス応答

経路を介して発揮されることも確認しました。 

 

ミトコンドリアストレス応答を活性化して個体の寿命を伸ばす化合物を見つけ

るため、線虫 C. エレガンスを用いたスクリーニングを行いました。C. エレガ

ンスは成虫でも体長 1 mmほどの小さな動物であり、体が透明なため、生体内の

反応を効率よく観察できるという利点があります。また、ヒト遺伝子の約 60-

70％について相同な遺伝子を持ち、寿命が最大でも約３週間と短いことなどか

ら、老化研究の代表的なモデル動物の一つでもあります。 

 

今回、ミトコンドリアストレス応答の活性化を緑色蛍光タンパク質 GFP で捉え

ることができる線虫を使って、約 3000種類の医薬品等化合物を評価しました（図

１）。 

 

 

 

その結果、高血圧治療薬であるメトラゾンがミトコンドリアストレス応答を活

性化させることがわかりました。メトラゾンを投与した線虫の寿命を測ってみ

ると、投与しない線虫に比べて寿命が長くなることがわかりました（図２）。ま

た、メトラゾンによる寿命延伸効果は、ミトコンドリアストレス応答経路を介し

て発揮されることも確認しました。 



 

 
 

本研究チームは今回線虫を用いて、高血圧治療に使われる利尿降圧剤メトラゾ

ンの寿命延伸効果を発見しました。今回の発見は、メトラゾンという薬の新たな

薬効を示唆するとともに、ミトコンドリアストレス応答という抗老化のターゲ

ット、抗老化薬という新たなコンセプトの提示につながる可能性があり、今後、

非臨床試験においてメトラゾンの抗老化作用の検証を重ねたうえで、ヒトでの

検証へ繋がることが期待されます。 
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